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校      歌 

  

一、  見よ伝統に 輝（かがや）く誇 

            心理（まこと）をたずね 技をばみがく 

            これぞ尊き 我等（われら）の使命 

            かたみに競い 学びて行かむ 

 

二、  睦（むつみ）もかはす 学びの園生（そのお） 

            夢の花咲く 若人われら 

            清く湧くなる 叡智（えいち）の泉 

            日々を楽しく汲みもて行かむ 
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            教  育  方  針 

           （創立記念日  ５月１日） 

 

         人格の向上．徳の涵養に努め． 

         自主的精神に富める心身の健やかな人を育成する。 

  

             校        訓 

               

知性をみがく 

              礼儀をつくす 

              社会に奉仕する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 3 - 

 

学校の沿革概要 

明治 33．４ 古田貞女史掛出町の自宅で裁縫塾を開く。 

 明治 38．５ 鳥取裁縫女学校設立。 

 ５月１日を創立記念日とする。 

明治 44． ３ 鳥取技藝女学校と改称。 

大正 ２．11 鳥取市西町 12 番地に移転。 

大正 11．10 設立者古田貞女史死去。 

昭和 12． ４ 鳥取高等家政女学校と改称。 

昭和 19． ４ 鳥取女子商業学校となる。 

昭和 21． ３ 鳥取高等家政女学校に復帰。 

昭和 23． ４ 鳥取家政高等学校発足。 

昭和 30．11 創立 50 周年記念式典挙行。 

昭和 38． ４ 普通科設置。 

昭和 39． ３ 東校舎竣工。 

昭和 42．12 南校舎竣工。 

昭和 43．10 体育館兼講堂竣工。 

昭和 60．４ 鳥取女子高等学校と改称。 

10 屋外運動場竣工。 

平成元． ４ 家政科を生活教養科に改組。北校舎改築。 

平成 15．４ 鳥取敬愛高等学校と改称。普通科の一部共学化。 

平成 17．10 創立 100 周年記念式典挙行。 

平成 25． ４ 普通科全部を共学化。 

平成 30．10 新屋舎完成。 

令和６． ４ 全学科を普通科に改組。 
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生  徒  心  得 

学校も社会のひとつである。それぞれがその一員であるという自覚を持ち．なすべきこと．してはいけ

ないことの判断をし．社会常識や共生の精神を大切にして対処すること。以下の心得は．集団生活の秩序

を維持し．教育の目標を実現するための最小限のマナー・ルールとして提示するものである。 

 

１ 学習 本校教務内規により．あらゆる学習の機会に対して積極的に取り組むとともに．より高い  

知識・技能を身につけ誠実な人間性を養い．人格の完成を目指すように努めること。 

（１） 始業合図でただちに学習できるよう着席または指定された場所に集合すること。 

（２） 自習は．指定された部屋で静かに行い他人学習の妨げをしないこと。 

（３） 欠席．欠課．遅刻．早退をしないように努めること。欠席等．あらかじめ理由が明らかな場合

は．その理由を保護者を通じて学校・担任へ連絡すること。遅刻した場合は．職員室で遅刻確認

票を記入し．手続きを行うこと。欠課．早退する場合は．その理由を担任に申し出ること。 

（４） 授業には教科書・ノート等の教材を準備し．予習・復習を行って実力養成に努めること。 

 

２ 校内生活 本校の諸規定を認識し．秩序正しい学校生活を送ること。秩序維持や安全確保のため 

の教員の指示には．素直に対応すること。 

（１） 時間厳守を心がけるとともに．登校後の外出は許可を得ること。 

（２） 教員・学校関係者・生徒同士の挨拶を積極的に行い．大きな声で挨拶をすること。 

（３） 言葉遣いは粗野になったり乱暴にならないう．十分注意すること。 

（４） 日頃から、校舎内外の清掃．整理・整頓を意識し．落ち着いた学習環境づくりに努めること。校

舎．器具．机等の公共物を大切にすること。 

（５） 火災予防に注意し．万一火災を発見した場には．直ちに近くの教職員に知らせること。ま 

た防災機器については．その目的以外に手を触れないこと。 

    （６） 公共の道徳．社会常識を認識し．それを守るよう心がけること。 
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（７） 生徒証明書は常に携帯すること。 

（８） 食事は．定められた時間と場所でとること。 

（９） 特別教室には許可なく入らないこと。 

（10） 充電など校内の電力は、許可無く使用しないこと 

（11） 校外行事等に本校代表として参加または出場するにあたっては．本校生徒の代表として．自覚と

責任ある行動をとるよう心がけること。 

（12） 良好な交友関係を築くことは．人格形成上重要である。互いに励ましあい．助け合い．協力し合

い．信頼関係を築くよう心がけること。 

（13） 男女交際は．健全で清純明朗にし．互いに尊重しあうとともに．他人の誤解を招かないよ 

うに心がけること。 

（14） 個々の所持品については．原則として各自の責任においてパーソナルロッカーを利用し管理する

こと。また必要以上の現金や貴重品．ヘアアイロン等学業に必要のない者は校内に持ち込まない

こと。 

（15） 貴重品の管理意識を高め．不必要な現金は学校に持ち込まないこと。 

（16） 物品．金銭の貸借をしないように心がけること。 

（17） 他人の車にみだりに乗車しないこと。 

（18） 午後 9 時以降の夜間外出は禁止する。夜間外出は保護者同伴のこと。また．友人の家などに無断

で外泊しないこと。 

（19） 飲酒を目的とした店、ギャンブル場など．高校生としてふさわしくない場所に出入りしない  

こと。 

（20） 飲酒・電子タバコ・水タバコを含む喫煙（所持・同席含む）行為．公共物の破壊行為．暴力  

行為．窃盗．カンニング行為．怠学行為等は禁止する。   
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３ 服装・頭髪 服装等みだしなみはその人を映し出す鏡でもある。服装規定等をよく守り．周囲に清潔

で爽やかな印象を与えるよう努めること。生徒は本校既定の制服を着用し．その他．頭

髪・服装に関しては服装指導基準を尊守するとともに服装・容姿共に清潔．端正を心が

けること。 

（頭髪・服装規定については別項に記載） 

４ 交通安全 交通道徳を守り．自己の安全に留意するとともに．他人に迷惑や危害を加えることのない

よう細心の注意を払うこと。 

 

（１）自転車に乗る時はヘルメットを着用するようにし自転車のながらスマホ．二人乗り．右側通暴走．

無灯火．傘さし運転．イヤホンをしたまま走行するなど．道路交通法に反する行為をしないこと。 

（２）原則 原付・自動二輪車・電動キックボードでの登下校は禁止とする。 

（３）交通事故や交通違反による検挙が生じた場合には速やかに学校に届けること。 

（４）普通自動車免許の取得については３年次の冬季休業を目途に通学希望の手続きを行うこと。卒業が

可能な単位を修得する見込みがあり．授業料納入などが完了している生徒にのみ入校・受験を許可

する。授業は．もちろん、平常の学校生活にも支障をきたさないことを条件とする。卒業以前に運

転免許を取得した場合は．学校・担任に預けること。卒業時に返却を行う。  

 

５ 保健衛生 学校保健安全法に定められた感染症にかかった場合．直ちに学校へ連絡し指示を仰ぐこ

と。出席停止の指示がでた場合．必ず所定の「登校届」に証明する書類の画像を添付して

入力．送信すること。 

６ 休暇中の注意 

（１）登校するときは必ず制服を着用すること。 

（２）休暇中に生徒だけで行動する場合は．その行先等を保護者に伝えること。 
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７ アルバイト 

（１）アルバイトは原則として禁止。経済的な理由等で希望する場合は．保護者出校の上必ず許可願を提

出すること。夜は 21 時までに帰宅し．期間は土日を中心に週 3 日程度とする。 

（２）学校生活・学習活動・頭髪・服装規定の違反がある場合．学業に支障をきたしていると判断した場

合は取り消すことがある。 

 

８ 携帯電話 

（１）携帯電話は朝礼時から終礼時での使用は禁止する。その間は．鍵付きの個人ロッカーに入れておく

こと。違反した場合は放課後まで預かり．終礼後に返却をする。 

 

９ 要許可事項 次の場合は．所定の用紙を提出し．許可を得なければならない。 

（１）退学．休学．復学．転学．留学をするとき。 

（２）登校後外出しようとするとき。 

（３）正規の服装で通学できないとき。  

（４）自転車通学を希望するとき。 

（５）部活動または．学校を代表して対外的な行事を行うとき。 

（６）アルバイトを希望するとき。 

（７）自動車免許の取得を希望するとき。 

    

10 要届け事項 次の場合は．所定の用紙・生徒手帳等を提出し担任に届け出なければならない。 

（１）早退するとき。 

（２）出席停止．忌引き等の取り扱いになるとき。 

（３）校内において校舎．物品を破損．汚損したとき。  

（４）生徒証明書を紛失したとき。 
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（５）生徒調査票の記載事項に変更があったとき。 

（６）学割証またはその他の証明証の交付を受けようとするとき。 

（７）校外行事に参加するとき。 

（８）校外において補導を受けたとき。 

（９）交通違反．または交通事故にあったとき。 

（10）異装を申し込むとき。 

※許可願い及び届け出は学校長宛とし．担任または関係教職員に提出する。 

※クラス．生徒会．部活動等については．担任．または顧問教員を経て．必要な手続きをとる。 

  以上の規定は本校生徒として必ず尊守すること。万一違反した場合には．学則第 30 条の処罰を受け

ることがある。 
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 制 服 指 導 基 準 

制服（女子制服のパンツスタイルは男子制服に準ずる） 

      パンツスタイル     スカートスタイル 

夏服 半袖カッターシャツ 

スラックス（夏用） 

半袖セーラーブラウス・スカート（夏用） 

リボン 

合服 長袖カッターシャツ・スラックス 

指定のニットベスト 

（ネクタイを着用してもよい） 

長袖ブラウス・スカート 

指定のニットベスト 

（リボンを着用してしてもよい） 

冬服 長袖カッターシャツ・ジャケット 

スラックス（冬用） 

指定のニットベスト 

指定された長袖ニット（任意）・ネクタイ 

長袖ブラウス・ジャケット・スカート（冬

用） 

指定のニットベスト 

指定された長袖ニット（任意） 

リボン・ネクタイ 

そ 

の 

他 

ソックス・黒・紺・白のワンポイントの

み 

靴・黒色のローファー（推奨） 

   運動靴（華美でないもの） 

ベルト・黒 

インナー・黒、紺、白のワンポイントの

み 

ソックス・黒・紺・白のワンポイントのみ 

靴・黒色のローファー（推奨） 

インナー・黒、紺、白のワンポイントのみ 

※女子制服のパンツスタイルは男子の基準に準ずる 
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頭髪・服装・不要物に関する指導基準 

       パンツスタイル       スカートスタイル 

ジャケット ボタンはすべて留める ジャケット ボタンはすべて留める 

ズボン ウエストで止め腰ばきはしない スカート 白のラインは下から７本を基本と

し膝の長さとする 

 

 

 

シャツ 

ネクタイ 

（冬服）シャツの第一ボタンを留

めネクタイをずらさず着用 

（合服）クールビズ 

シャツの第２ボタン以下はすべて

止める 

（夏服） 

第２ボタン以下はすべて留める 

 

 

 

シャツ 

リボン 

（冬服） 

シャツの第一ボタンを留めリボ

ンネクタイをずらさず着用 

（合服）クールビズ 

シャツの第２ボタン以下はすべ

て止める 

（夏服） 

シャツの第一ボタンは留めセー

ターブラウスはリボンを着用 

頭髪 前髪は目にかからない 

横髪は耳にかからない 

後ろ髪は襟足まで 

 

 前髪は目にかからない 

後ろ髪が肩にかかる場合は結ぶ 

ゴム・シュシュの色は黒・紺 

茶・白とする 

（その他） 

髪の着色・脱色・パーマ・エクステテンション（髪・まつげ）等は禁止する 

ドライヤー・ヘアアイロン等の使用による頭髪の傷みも改善の対象とする 

化粧 （色つきリップ・ファンデーション効果のある日焼け止めも含む・マニュキア）の禁止 

ピアス・カラーコンタクト等のアクセサリーの着用は禁止 

（不要物）学習に必要のないもの 

 例・・化粧品・ゲーム機器類・ヘアアイロン等 
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（１） 夏服・合服・冬服の着こなしと着用期間は，気候の変動により期間を変更する。 

 

        夏服           合服①            合服② 

 

 

 

 

        

（合服➀・②はネクタイ、リボン着用しても良い） 

冬服➀              冬服② 

 

 

 

 

 

（冬服はそれぞれネクタイ、リボンを着用。スカートはネクタイかリボンを着用） 

 

（２）制服は本校の指定の店で購入すること。 

（３）やむを得ず異装するときは「異装許可願」を提出し、許可を得ること。 

（４）服装・頭髪・化粧などの指導に関して，すみやかな改善がみられない場合は帰宅し直してから再登 

校するよう指導することがある。 

（５）違反行為が繰り返される場合は保護者出校の上、面談・指導を行う。 
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鳥 取 敬 愛 高 等 学 校 学 則 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 本校は，中学校における教育の基礎の上に人格の向上を期し徳の涵養に努め、自主的  

精神に富める心身の健やかな人を育成することを目的とする。 

（校名及び位置） 

第２条 本校は、鳥取敬愛高等学校と称し、鳥取市西町一丁目 111 番地に置く。 

（課程、学科、修業年限及び収容定員） 

第３条 本校の課程、学科、修業年限及び収容定員は、次のとおりとする。 

課  程  名 全 日 制 課 程 

学  科  名 

普 通 学 科 

計 

普 通 科 

修業年限 ３ 年 

２００ 

収容定員（１学年） ２００ 

（教職員） 

第４条 本校に、次の教職員を置く。 

  校長、副校長、教頭、教諭、養護教諭、講師、主査、事務長、事務職員、寮母、現業主事、     

舎監、学校医、学校歯科医、学校薬剤師 

 

第２章 学年、学期及び休業日 

（学年） 

第５条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月 31 日に終わる。 

（学期） 

第６条 学期は、次のとおりとする。 

  ４月１日から翌年３月 31 日まで 
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（休業日） 

第７条 休業日は、次のとおりとする。 

（１）国民の祝日に関する法律に規定する休日 

（２）日曜日 

（３）土曜日 

（４）創 立 記 念 日 ５月１日 

（５）学 年 始 休 業 日 ４月１日から４月５日まで 

（６）夏 季 休 業 日 ７月 21 日から８月 22 日まで 

（７）冬 季 休 業 日 12 月 25 日から翌年１月８日まで 

（８）学年末休業日 ３月 25 日から３月 31 日まで 

 

２ 校長は、教育上その他の事由により必要があると認めたときは、休業日を変更し、又は臨時に

授業を行わないことができる。 

 

第３章 教育課程 

（教育課程） 

第８条 教育課程は、文部科学大臣が公示する高等学校学習指導要領に基づき校長が編成する。 

（学習の評価） 

第９条 学習の評価に関しては、学習指導要領に基づいて、学校が定める。 

（単位の修得の認定） 

第 10 条 各教科に属する科目の単位の修得の認定は、生徒の出席時間数及び学習の評価に基づい

て、校長が行う。 

 

２ 前項の出席時間数は、出席すべき時間数の５分の４以上を満たさなければならない。ただし、

特にやむを得ない理由があると認めたときは、この限りでない。 
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（課程の修了） 

第 11 条 各学年の課程の修了は、生徒の習得した単位及び各教科以外の教育活動の成果に基づい

て、校長が認定する。 

（原級留置） 

第 12 条 校長は、生徒の習得単位数が不足し、進級させることが適当でないと認めたときは、    

これを原級に留め置くことができる。 

（卒業又は修了） 

第 13 条 校長は、所定の全課程を修了したと認めた生徒に対して、卒業証書（様式第１号）を     

授与しなければならない。  

 

第４章 入学、留学、転入学、休学、退学 

（入学資格） 

第 14 条 入学資格は、中学校若しくはこれに準ずる学校を卒業した者若しくは中等教育学校の前

期課程を修了したもの又は文部科学大臣の定めるところにより、これと同等以上の学力

があると認められた者とする。 

（募集要項） 

第 15 条 生徒の募集要項は、年度ごとに公示する。 

（検定料） 

第 16 条 入学志願者は、前条に定める当該年度の生徒募集要項に従い、出願手続きを行い、入学

検定料を支払わなければならない。 

（選抜方法） 

第 17 条 選抜方法は、出身学校長の提出する細則に定める調査書（様式第３号）と、本校におい

て行う学力検査などにより総合判定して選抜する。 

（入学許可） 

第 18 条 入学は、校長が許可する。 
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２ 第１学年への入学の許可は、学年の始めに行う。ただし、校長は、特別の必要があり、かつ、

教育上支障がないときは、学年の途中においても、入学を許可することができる。 

（誓約書の提出） 

第 19 条 生徒は、細則に定める誓約書（様式第４号）及び住民票の写しを校長に提出し、入学金

を納めなければならない。 

第 20 条 保護者（当該生徒に対して親権を行う者（親権を行う者のないときは、後見人）をいい、

当該生徒が成年者の場合はこれに準ずる者をいう。以下同じ。）又は生徒は、前条の誓約

書に記載した保護者又は保証人に変更があったときは、細則に定める誓約書（様式第５

号）を校長に提出しなければならない。 

第 21 条 保護者又は生徒は、保護者、生徒又は保証人の住所又は氏名に変更があったときは、直

ちにその旨を校長に届け出なければならない 

（留学） 

第 22 条 生徒は、外国の高等学校に留学しようとするときは、細則に定める留学願（様式第６号）

に校長が必要と認める書類を添えて校長に提出し、その許可を受けなければならない。 

 

２ 校長は、前項の留学願の提出があった場合において、教育上有益と認めたときは、生徒が外国

の高等学校に留学することを許可することができる。 

（転入学） 

第 23 条 校長は、他の高等学校の生徒で転入学を希望するものがある場合において、教育上支障

がないと認めたときは、その者の修得した、又は履修している単位に応じて、相当学年

に入学させることができる。 

 

２ 転入学を希望する生徒は、その者の在学する校長の発行する転入学に関する照会状、成績及び

単位修得証明書、入学志願書（様式第２号）、学則細則に定める入学検定料を添えて校長に提出

しなければならない。 
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３ 転入学の検定は、前項の書類、学力試験、面接により行う。 

４ 校長が転入学を許可したときは、転入学許可通知書を交付し、生徒指導要録の写し及び健康診

断票の送付を受けるものとする。 

５ 転入学を許可された者は、指定の期日までに細則に定める入学金及び第 28 条に定める学校納

金を添えて転入学手続きをとらなければならない。 

(編入学) 

第 24 条 校長は、相当年齢に達し、当該学年に在学する者と同等以上の学力があると認められる

者で編入学を希望するものがある場合において、教育上支障がないと認めたときは、そ

の者を第１学年の途中又は第２学年以上に入学させることができる。 

２ 編入学を希望する生徒は、その者の在学していた校長が発行する成績及び単位修得証明書、  

入学志願書（様式第２号）、学則細則に定める入学検定料を添えて校長に提出しなければなら

ない。 

３ 編入学の検定は、前項の書類、学力試験、面接により行う。 

４ 校長が編入学を許可したときは、編入学許可通知書を交付し、生徒指導要録の写し及び健康診

断票の送付を受けるものとする。 

５ 編入学を許可された者は、指定の期日までに細則に定める入学金及び第 28 条に定める学校  

納金を添えて編入学手続きをとらなければならない。 

（休学又は退学） 

第 25 条 生徒は、病気その他の理由により休学又は退学しようとするときは、細則に定める休学

願（様式第７号）又は退学願（様式第８号）に医師の診断書その他休学又は退学の理由

を証明するに足る書類を添えて校長に提出し、その許可を受けなければならない。 

２ 前項の規定による休学の許可の期間は、３月以上１年以内でなければならない。ただし、校長

が特別の理由により必要があると認めたときは、その期間をさらに延長することができる。 

] 
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（復学） 

第 26 条 留学中又は休学中の生徒は、その理由がなくなったため復学しようとするときは、細則

に定める復学願（様式第９号）に復学の理由を証明するに足る書類を添えて校長に提出

しなければならない。 

２ 校長は、前項の復学願の提出があった場合において、教育上支障がないと認めたときは、相当

学年への復学を許可することができる。 

（転学） 

第 27 条 生徒は、他の高等学校に転学しようとするときは、細則に定める転学願（様式第 10 号）

を校長に提出し、その許可を受けなければならない。 

 

第５章 学校納金 

（学校納金） 

第 28 条 生徒は出席の有無にかかわらず、学校納金を毎月７日までに納入しなければならない。 

２ 学校納金とは、授業料、施設設備費、教育振興費を言う。 

３ 納付の方法及び特別な場合の取り扱いは、細則に定めるとおりとする。 

第 29 条 すでに納付した学校納金は、理由のいかんを問わず返還しない。 

２ 正当な理由なく、かつ、手続きを行わず学校納金を３月以上滞納し、その後においても納付の

見込みがない生徒に対しては、校長は学籍を除くことができる。 

 

第６章 賞罰 

（表彰） 

第 30 条 校長は、他の生徒の模範となると認められる生徒があるときは、これを表彰することが

できる。 

（懲戒） 

第 31 条 校長は、教育上必要があると認めたときは、その事情により生徒に対して、説諭、謹慎、
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停学又は退学処分を行うことができる。ただし、体罰を加えることはできない。 

２ 退学は、次の各号の一に該当する生徒に限り行うことができる。 

（１）性行不良で改善の見込みがないと認められる生徒 

（２）学力劣等で成業の見込みがないと認められる生徒 

（３）正当な理由がなく出席が常でない生徒 

（４）学校の秩序を乱し、その他生徒としての本分に反した生徒 

第６章 寄宿舎 

第 32 条 入舎又は退舎を希望する生徒は、校長に願出て許可を受けなければならない。 

２ 舎生は校長の定める舎費、食費その他の必要な経費を納めなければならない。 

３ 舎生は別に定める舎則に従わなければならない。 

 

第７章 雑則 

（損害賠償） 

第 33 条 校長は、生徒が学校の施設若しくは備品を損傷し又は亡失したときは、情状によってそ

の損害を賠償させることができる。 

（その他） 

第 34 条 この規則の施行に関し必要な事項は、校長が定める。 

 

附 則 

１ この学則は、昭和 38 年４月１日から施行する。 

２ この学則の施行に関し必要な細則は、学校長が別に定める。 

３ この学則は、昭和 52 年５月 18 日改正 

附 則 

１ この学則は、昭和 56 年４月１日から実施する。 

２ 昭和 56 年度における第１学年の収容定員については、第３条の規定にかかわらず家政科 150
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人とする。 

３ 昭和 57 年度における第１学年の収容定員については、第３条の規定にかかわらず家政科 100

人とする。 

附 則 

１ この学則は、昭和 57 年４月１日から実施する。 

附 則 

１ この学則は、昭和 58 年４月１日から実施する。 

２ 昭和 58 年度における第２学年及び第３学年の収容定員については、第３条の規定にかかわら

ず普通科 200 人とする。 

附 則 

１ この学則は、昭和 59 年４月１日から実施する。 

２ 昭和 59 年度における第３学年の収容定員については、第３条の規定にかかわらず普通科 200

人とする。 

附 則 

１ この学則は、昭和 60 年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、昭和 61 年４月１日から施行する。 

２ 昭和 61 年度に係る第２学年及び第３学年の収容定員は、改正後の第３条の規定にかかわらず、

普通科 250 人、家政科 100 人とし、昭和 62 年度にかかる第３学年の収容定員もまた同様と 

する。 

附 則 

１ この学則は、昭和 62 年４月１日から施行する。 

２ 昭和 62 年度に係る第２学年及び第３学年の収容定員並びに昭和 63 年度に係る第３学年の  

収容定員は、この学則による改正後の第３条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 
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附 則 

１ この学則は、平成元年４月１日から施行する。 

２ 平成元年度に於ける第２学年及び第３学年、並びに平成２年度における第３学年にかかる設置

学科は、改正後の第３条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則 

１ この学則は、平成４年４月１日から施行する。 

２ 平成４年度における第２学年及び第３学年、並びに平成５年度における第３学年に係る収容 

定員（１学年）は、改正後の第３条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則 

１ この学則は、平成４年 10 月 26 日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、平成６年４月１日から施行する。 

２ 平成６年度における第２学年及び第３学年、並びに平成７年度における第３学年に係る収容 

定員（１学年）は、改正後の第３条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則 

１ この学則は、平成６年４月１日から施行する。（第７条第１項第３号に第４土曜日を加える。） 

附 則 

１ この学則は、平成 12 年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、平成 14 年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成 15 年４月１日から施行する。 

「鳥取女子高等学校」を「鳥取敬愛高等学校」に改める。 

学校納金の納入日（第 27 条）「毎月 10 日」を「毎月７日」に改める。 
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附 則 

１ この学則は、平成 18 年４月１日から施行する。 

２ 平成 18 年度における第２学年及び第３学年、並びに平成 19 年度における第３学年に係る収

容定員（１学年）は、改正後の第３条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則 

１ この学則は、平成 26 年４月１日から施行する。 

  転入学（第 23 条）に入学検定料を加える。 

附 則 

１ この学則は、平成 29 年４月１日から施行する。 

２ 平成 29 年度における第２学年及び第３学年、並びに平成 30 年度における第３学年に係る収

容定員（１学年）は、改正後の第３条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則 

１ この学則は、令和４年４月１日から施行する。 

２ 令和４年度における第２学年及び第３学年、並びに令和５年度における第３学年に係る収容 

定員（１学年）は、改正後の第３条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

３ 成年年齢が 18 歳以上に引き下げられることに対し、第 20 条について保護者の定義を改めた。 

附 則 

１ この学則は、令和６年４月１日から施行する。 

  第１条目的及び第 16 条検定料について、一部改正する。なお、第 16 条中の様式２号に    

ついては削除する。 

附 則 

１ この学則は、令和７年４月１日から施行する。 

  第 23 条転入学について条文の改正、第 24 条編入学を追加する。以下、１条ずつ繰り下げる。 

 



- 22 - 

 

鳥 取 敬 愛 高 等 学 校 学 則 細 則 

 

１ 学則第 16 条の入学検定料 

  特別進学コース入学検定料    １５,０００円 

  推薦入学検定料         １５,０００円 

  一般入学検定料         １５,０００円 

  特色選抜入学検定料       １５,０００円 

  特別進学コース・一般入学検定料 １５,５００円（同時申込の場合） 

  既納の入学検定料は、いかなる理由があるも返還しない。 

２ 学則第 19 条の入学金 

   ６０,０００円 

  ただし、専願者の入学金については、５,５５０円とする。 

  既納の入学金は、いかなる理由があるも返還しない。 

３ 学則第 23 条第 2項及び第 24 条第 2項の入学検定料  １５,０００円 

４ 学則第 25 条の休学 

（ア）引続き翌年度も休学しようとするときは、改めて４月１日付けをもって休学願に必要書類を

添え、校長の許可を受けなければならない。 

５ 学則第 26 条の復学は、その年度内に必要書類を添え、校長に願い出なければならない。 

６ 学則第 28 条第２項の学校納金 

（ア）授 業 料   月 額    ３８,０００円 

 施設設備費   月 額     ５,０００円 

   教育振興費   月 額     ２,２００円 

（イ）在学中における海外への留学時の学校納金については、授業料以外を免除する。なお、学校

納金については高等学校等就学支援金及び鳥取県私立高等学校等総合支援金を差し引いた

金額を納めるものとする。 



- 23 - 

 

７ 学則第 28 条第３項の納入方法 

（ア）納付は、口座振込みとする。 

（イ）生徒が休学したときは、その始期の属する月の翌月から、学校納金を免除することができる。 

（ウ）退学、転入学する者は、その月の学校納金を納入しなければならない。 

附 則 

この細則は、平成３年４月１日から施行する。 

附 則 

 この細則は、平成４年１月 22 日から施行する。ただし、６（施設設備費）の改正規定は、     

平成４年４月１日から施行する。 

附 則 

 この細則は、平成４年 10 月 26 日から施行する。 

附 則  

 この細則は、平成５年４月１日から施行する。 

附 則 

 この細則は、平成６年１月１日から施行する。ただし、６（ＰＴＡ会費）の改正規定は、平成   

６年４月１日から施行する。 

附 則 

 この細則（６ 教育振興費）は、平成７年４月１日から施行する。 

附 則 

 この細則（６ 授業料）は、平成８年４月１日から施行する。 

附 則 

 この細則（６ 入学金）は、平成８年 12 月１日から施行する。 

附 則 

 この細則（６ 授業料）は、平成 10 年４月１日から施行する。 
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附 則 

 この細則（６ 授業料、教育振興費）は、平成 12 年４月１日から施行する。 

附 則 

 この細則（１ 入学検定料及び２ 入学金）は、平成 13 年 10 月１日から施行する。ただし、 

平成 13 年度に係る入学検定料及び入学金は、改正後の規定にかかわらず、従前の例による。 

附 則 

 この細則は、平成 15 年４月１日から施行する。 

「鳥取女子高等学校」を「鳥取敬愛高等学校」に改める。 

 学校納金の納入方法（７（ア））の変更（すべて口座振込） 

附 則 

 この細則は、平成 16 年４月１日から適用する。 

 「３ 学則第 23 条の入学検定料」を追加 

附 則 

 この細則（６ 授業料）は、平成 22 年４月１日から施行する。ただし、平成２２年度入学生   

より適用するものとする。 

附 則 

 この細則（６ 施設設備費と教育振興費）を教育振興費とする。平成 24 年４月１日から施行  

する。 

附 則 

この細則（１ 入学検定料）は、平成 24 年 10 月１日から施行する。ただし、平成 24 年度に係

る入学検定料及び入学金は、改正後の規定にかかわらず、なお、従前の例による。 

附 則 

この細則（２ 入学金）は、平成 26 年１月１日から施行する。ただし、平成 25 年度入学生より

適用するものとする。 
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附 則 

この細則（１ 入学検定料及び２ 入学金）は、平成 27 年７月１日から施行する。 

 附 則 

  この細則（６ 授業料、教育振興費）は、平成 29 年４月１日から施行する。 

 附 則 

  この細則は、平成 30 年４月１日から施行する。 

６（イ）在学中における海外への留学時の学校納金の取り扱いを追加。 

 附 則 

  この細則（１ 入学検定料）は、平成 30 年 11 月１日から施行する。 

 附 則 

  この細則（６（ア）施設設備費を追加）は、平成 31 年４月１日から施行する。 

 附 則 

  この細則（６（ア）授業料、教育振興費）は、令和２年４月１日から施行する。 

 附 則 

  この細則は、令和３年４月１日から施行する。 

  １ 入学検定料の表記の変更。 

  ６（イ）について、鳥取県私立高等学校等総合支援金を追加。 

 附 則 

  この細則は、令和６年 10 月１日から施行する。 

  １ 学則第 16 条の入学検定料について、特別進学コース・一般入学検定料同時申込の場合に

ついて金額を改正。 

 附 則 

  この細則は、令和７年４月１日から施行する。 

  １ 学則第23条転入学及び第24条編入学の条文の追加・繰り下げに伴い、３項～７項を改正。 
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附 則 

 この細則は、令和７年 11 月１日から施行する。 

 １ 入学金について、専願者の入学金を追加する。 

附 則 

 この細則（６（ア）授業料）は、令和８年４月１日から施行する。 

 

 

教務関係諸規定（抜粋） 

第１章 評定・評価に関する規定 

１ 平素の学習活動・考査成績・出欠状況等を総合勘案して評価する。 

２ 評価は 10 段階法（10 点法）で表す。 

３ 次の条件を満たすことにより、単位の修得が認められる。 

 ① その科目の年間授業時間数の 5 分の４以上出席していること。 

 ② 学年末の評定が 10 点法で３以上であること。 

 

第２章  考査に関する規定 

１ 考査開始 3 日前から生徒の職員室への出入りを停止する。 

２ 定期考査は１時限を 50 分とする。 

３ 遅刻者は．考査開始後 25 分以内までは入室を許可する。ただし、時間の延長はしない。 

４ 定期考査を受けなかった者、および答案を提出しなかった者は、その考査成績を零点とする。 

５ 考査を欠席した生徒に対する追試験は、原則的に実施しない。ただし、公欠・出席停止については追試

験を定期考査後２登校日以内の実施とする。 

６ 不正行為があった場合は、当該期間の全科目の考査成績を零点とする。また当該期間の考査は受験で 

きない。  
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※ 受験中の携帯電話・スマートフォン等電子機器の所持は不正行為とみなす。 

 

第６章  出席に関する規定 

１ 公認欠席は出席扱いとする。 

２ 公認欠席を希望する生徒は担任へ出席扱いの申出を行う。 

３ 忌引きの日数 

 （１） １親等の親族（父母）          ７日以内 

 （２） ２親等の親族（祖父母・兄弟姉妹）    ３日以内 

 （３） ３親等の親族（叔父叔母・曾祖父母）   １日以内 

付則 この内規は、平成 18 年 4 月 1 日より適用する。 

 

図書館規定 

１ 開館日 

  休校日以外は原則として毎日開館する。長期休業中については特定日をもうけて休暇前に提示する。 

２ 開館時間 

  午前８時 40 分より午後５時までとする。 

３ 開館閲覧 

  閲覧後は必ずもとの書架に正しく返納する。 

４ 帯出の種類 

  「普通貸出」「休暇貸出」「一時貸出」の３種類とする。 

（１）普通貸し出しは 1 人３冊以内、期間は７日以内とする。 

（２）休暇貸し出しは 1 人５冊以内とし、休暇終了後 3 日以内に返却すること。 

（３）一時貸し出しは「禁帯出図書」を対象とし帯出の事情やむを得ない場合に限り、図書館職員の許可を

得て行う。 
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５ 帯出手続き 

提出者はクラス・出席番号・氏名を係に伝え、帯出者は帯出図書を提出する。 

６ 返却手続き 

     返却図書を提出する。閉館時は、返却ＢＯＸを利用する。 

 

図書館利用の心得 

１ 入館に際しては原則として学用品以外は持ち込まないこと。 

２ 他人に迷惑をかけないように静粛に読書すること。 

３ 館内では飲食はしないこと。 

４ 終礼まで指示がない場合は、スマートフォン等を使用しないこと 

５ 図書を丁寧に扱い．清潔整頓を守ること。 

６ 帯出図書は天貸しないこと。 

７ 図書館備付図書（新聞・雑誌を含む）は無断で館外へ持ち出さないこと。 

８ 図書を著しく破損又は紛失した場合は、同一図書を代納するか該当代金を弁償すること。 

９ 館内ではすべて図書館職員の指示に従うこと。 

  指示に反し、又は規則を守らない者は「入館禁止」「禁帯出」の処分をすることがある。   

             

授業料等納入要項 

学則第５章第 27 条により．毎月．指定銀行口座より引き落としとする。 

       納 入 日       毎月     ７日 

※ただし．８月分は７月分と．３月分は２月分と度維持に引き落としとする。 

 

諸証明書の発行 

１ 在学証明書．汽車運賃割引証は昼休み終了時までに申し出て．放課後に交付を受けること。 

 （ただし．土曜日は除く） 
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生徒への面会 

生徒への伝言、届物は事務室より本人に連絡するが、電話の呼び出し、面会は授業終了までは行わない。

ただし緊急の場合は事情によって取り扱うこととする。 

 

生徒会規約 

第１章 総則 

第 1 条 本会は、鳥取敬愛高等学校生徒会と称する。 

第 2 条 本会は、鳥取敬愛高等学校生と全員によってこれを構成し、全教員を顧問とする。 

第３条 会員は、本校の校則に従って自治的活動を行い明朗健全なる学園の建設につとめ、有能な社会人 

たる基礎を養成することを目的とする。 

              

第２章 機構 

第４条 本会は、運営上ホームルームをもって活動の基礎とする。 

第５条 本会は、生徒会活動を遂行するため 

（１） 生徒総会 

（２） 代議員会 

（３） 執行委員会 

（４） 常任委員会 

（５） 監査委員会 

（６） その他必要に応ずる関係役員会を置く。 

 

第１節  役  員 

第６条 本会には．次の役員をおく。 

（１） 生徒会長          1 名 
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（２） 生徒副会長         １名 

（３） 監査委員          ３名 

（４） 総務委員長 1 名・副委員長 2 名まで 

（５） 書  記          1 名 

（６） 代議委員長 1 名・副委員長 2 名まで 

（７） 広報委員長 1 名・副委員長 2 名まで 

（８） 風紀委員長 1 名・副委員長 2 名まで 

（９） 保健委員長 1 名・副委員長 2 名まで 

（10） 財務委員長 1 名・副委員長 2 名まで 

（11） 体育委員長 1 名・副委員長 2 名まで 

（12） 図書委員長 1 名・副委員長 2 名まで 

第７条 会長は、本会を代表し、本会の会務執行の最高の権限と責任をもつ。副会長は会長を補佐し、会長

に事故があるときは、その職務を代行する。 

第 8 条 生徒会長は、全会員の投票によりこれを選出する。（生徒会選挙規定は別におれを定める） 

第 9 条 生徒副会長及び書記は、生徒会長が全会員中よりこれを指名し、生徒総会により全生徒の承認を 

得る。 

第 10 条 生徒会長は、選出された日より 14 日以内に常任委員会を招集し、常任委員の互選により執行  

委員会の役員を選出する。 

第 11 条 会員は、次のことを行う。 

（１） 総会の招集          

（２） 議案の提出 

（３） 予算の作成及び決算報告 

（４） 議決事項の執行 

第 12 条 会長、副会長その他役員の任期は 4 月 1 により 9 月 30 日、10 月 1 日より翌年 3 月 31 日までの
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各半年間とする。ただし．次期役員が決定するまでは前役員が会務を執行するものとする。 

       

第２節 生徒総会 

第 13 条 生徒総会は、全会員をもって組織する最高の議決機関で、各期 1 回の定期総会を開く。 

第 14 条 生徒総会は、会長がこれを招集する。 

第 15 条 生徒総会招集の場合は、原則として 5 日前までに総会日程・議題を付して生徒会掲示板に掲示し

なければならない。 

第 16 条 生徒総会は、全会員の 3 分の２以上の出席をもって成立し、議事は出席者の過半数でこれを決し、

可否同数の場合は．議長が決裁する。 

第 17 条 生徒総会の議長（1 名）副議長（１名）は代議員会において推薦し、総会で承認する。顧問は    

会議に参加することができ助言を与えることができる。 

第 18 条 生徒総会は、議長団が運営し、記録は総務部が担当する。 

第 19 条 次の事項に関しては、生徒総会の承認を得なければならない。 

（１） 規約の決定及び改正 

（２） 役員の承認 

（３） 予算及び決算 

（４） 事業計画 

（５） 会費の増減 

（６） その他 

 

第 20 条 生徒総会は．次の場合臨時に開くことができる。 

（１） 代議委員会の要求があった場合 

（２） 全会員の 3 分の１以上が議案を明示して開催を要求した場合 
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第 3 節 代議委員会  

第 21 条 代議委員会は、生徒総会に次ぐ議決機関で各ホームルームより選出されたクラス委員 2 名をもっ

て構成する。ただしクラス委員に事故があるときは、その代理を認める。   

第 22 条 代議委員会は、当初の代議委員会において、各議員の互選によって正・副議長各１名を選出する。 

第 23 条 代議委員会は、会長がこれを招集し、原則として月 1 回の定例会議を開催する。 

第 24 条 代議委員会は、次の場合臨時に開くことができる。 

（１） 代議委員の 3 分の２以上の要請があった場合 

（２） 生徒会長が必要と認めた場合 

第 25 条 代議委員会召集の場合は、議題を付し、原則として 3 日前までに生徒会掲示板に掲示しなければ

ならない。 

第 26 条 代議委員会は、代議委員総数の３分の２以上の出席をもって成立し、議事は出席委員の過半数で

これを決し、可否同数の場合は、議長が決裁する。 

第 27 条 代議委員会は、議長団が運営し記録は総務部が担当する。 

第 28 条 代議委員会は、次の事項を審議しなければならない。 

（１） 執行委員会の執行監査 

（２） 規約改正 

第 29 条 代議委員会の会議は公開とし、会員は議長の許可を得て発言することができる。ただし議決に加

わることができない。 

     

第 4 節 執行委員会 

第 30 条 執行委員会は、本会の執行機関で生徒会長の統括のもとに総会並びに代議委員会で決議された 

事項の執行に当たる。 

第 31 条 執行委員会は、生徒会長、副会長及び総務、広報、風紀、保健、財務、図書の各委員長、副委員

長と書記をもって構成する。 
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第 32 条 執行委員会は、会長が必要に応じて招集し、司会する。 

第 33 条 執行委員会は、執行委員の 4 分の３以上の出席をもって成立する。 

第 34 条 執行委員会の議決は、過半数を必要とする。 

第 35 条 執行委員会は、次の事項を協議執行する。 

（１） 生徒総会並びに代議委員会の議決を執行すること。 

（２） 渉外事務一切を担当すること 

（３） 生徒会主催の各種行事を執行すること 

（４） 経費収入予算決算及び財務管理の関すること。 

（５） 全会員の風紀に関すること。 

（６） 規約改正に関すること。 

（７） 各種必要事項を立案し代議委員会に提案すること。 

第 36 条 決議事項に当たっては、学校長の承認を得なければならない。 

    

第５節 常任委員会 

第 37 条 常任委員会は、各クラスより選出された総務、広報、風紀、保健、財務、体育、図書の各委員  

（各々2 名）をもって組織する。 

第 38 条 常任委員会は、次の７部門に分かれて執行部の統括のもとに各々次のような業務を行う。 

（１） 総務委員会・・・執行委員会を円満に運営するに必要な事務を取り扱う。 

（２） 広報委員会・・・生徒会活動についての広報を行う。 

（３） 風紀委員会・・・校内規律の刷新．風紀の改善などに関する事項。 

（４） 保健委員会・・・保健衛生に関する事項。 

（５） 財務委員会・・・会計事務、会計簿の整理、その他財務に関する事項。 

（６） 体育委員会・・・運動会その他校内体育行事などの開催に関する事項。 

（７） 図書委員会・・・図書の貸し出し、整理、読書の啓発運動に関する事項。 
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第 39 条 各委員会の運営は．執行委員会の部長．副部長がこれに当たる。 

 

第 6 節  監査委員会 

第 40 条 監査委員会は、本会における唯一の監査機関である。 

第 41 条 監査委員は、当初の代議委員会において代議委員中より選出された 3 名（各学年より 1 名ずつ）

をもって構成し、監査委員長、副委員長は、監査委員の中より 1 名ずつ選出する。 

第 42 条 監査委員会は、任期中に少なくとも 1 回．会計監査報告をしなければならない。 

第 43 条 監査委員会は、本会のすべての活動に関する事柄を監査し、必要に応じて勧告を発し、また代議

委員会に審議を要求することができる。 

第 44 条 監査委員の任期は会長、副会長、その他の役員の任期に準ずる。 

 

第３章 会計 

第 45 条 会員は、毎月 55 円の会費を納入しなければならない。慶弔費、退職記念品代は予備費より支出

する。その運用は、代議委員会で定める。 

第 46 条 本会の会計年度は 4 月 1 日より 9 月 30 日、10 月 1 日より翌年 3 月 31 日とする。 

 

第４章 規約改正 

第 47 条 本会の規約改正は、生徒総会の決議による。 

附則 

第 48 条 必要な場合は、細則を設ける。 

第 49 条 本生徒会規約は、昭和 38 年 4 月 1 日より効力を発する。 

第 50 条 役員の任期改正、昭和 48 年 7 月 1 日より施行。 

第 51 条 生徒会規約一部改正、平成 15 年 4 月 1 日より効力を発する。 

第 52 条 役員の人数改正、令和 6 年 4 月 1 日より施行。 
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生徒会選挙規定 

第 1 章 目的 

第 1 条 この規約は、生徒会長の選挙に適用し、選挙管理委員会が管理する。 

            

第 2 章 選挙管理委員会 

第２条 選挙管理委員会は、前生徒会長が推薦し、代議委員会によって承認された 15 名によって構成   

される。 

第３条 選挙管理委員会の任期は 4 月 1 日より 9 月 30 日、10 月 1 日より 3 月 31 日の各半年とする。 

　

（常任委員会で選出）

（常任委員はホームルーム委員と兼務する）
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第 4 条 選挙管理委員中より、それぞれ委員長 1 名、副委員長 1 名を互選する。 

第５条 選挙管理委員会は、次の事務を行う。 

 １ 選挙の公示 

 １ 選挙人名簿の作成 

 １ 投票所の設置 

 １ 投票の管理と運営 

 １ 選挙違反の処理 

 １ 立候補届出の受理並びに公示 

 １ 立候補者の立会演説会の施行 

 １ 投票用紙の作成 

 １ 開票及びその結果の公示 

 １ その他選挙に関する一般的事務 

第 6 条 選挙管理委員は、被選挙権を有しない。 

第 7 条 選挙に関するすべての費用は、生徒会会計より支出する。 

 

第３章 選挙権及び被選挙権 

第 8 条 生徒会の全会員は、生徒会長の選挙権、被選挙権を有する。 

第 9 条 休学、停学中の者は、選挙、被選挙権を有しない。 

 

第４章 立候補の届出 

第 10 条 立候補の届け出は、選挙公示の日より 7 日以内に届け出なければならない。 

第 11 条 立候補する場合は、責任者 1 名と連名で選挙管理委員会に届け出なければならない。 

 

 



- 37 - 

 

第５章 選挙期日 

第 12 条 生徒会長の選挙期日は選挙公示の日より 14 日以内とする。 

 

第６章 投票及び開票 

第 13 条 投票は、選挙管理委員会指定の日時、場所に従って行われる。 

第 14 条 選挙は、単記無記名投票投票により行う。 

第 15 条 投票は選挙において 1 人につき投票用紙 1 枚とする。 

第 16 条 投票及び投票場の管理は、選挙管理委員会がこれに当たる。 

第 17 条 選挙人は、選挙の当日、自ら投票所に行き選挙人名簿の対照を経て、選挙管理委員より投票用紙

を受け取り投票しなければならない。 

第 18 条 代理投票は認めない。不在投票についてはその選挙ごとに選挙管理委員会より公示する。 

第 19 条 生徒会長選挙の投票立会人は、候補ごとに 1 名ずつ出すことができる。 

第 20 条 次の投票は、無効とする。 

（１）正規の投票用紙を用いないもの 

（２）その他選挙管理委員が無効と認めたもの 

第 21 条 選挙人は、開票の参観を求めることができる。 

 

第７章 信任投票及び決選投票 

第 22 条 会長立候補者 1 名の場合は、信任投票とし有効投票数の過半数をもって信任とする。 

第 23 条 会長立候補者 2 名の場合は、有効投票総数の過半数をもって当選とする。 

第 24 条 会長立候補者 3 名以上の場合は、有効投票総数の 3 分の１以上の得票を必要とし、充たされない

場合には上位 2 名の決選投票とする。 

第 25 条 決選投票では、有効投票の最大数を得たものをもって当選とする。 
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第８章 選挙運動 

第 26 条 立候補者の選挙運動は、届け出のあった日から投票日の前日までとする。 

第 27 条 選挙管理委員は、在職中、一切の選挙運動をすることはできない。 

第 28 条 選挙管理委員会は、全候補者の立会演説会を必ず 1 回以上開催しなければならない。 

第 29 条 候補者 1 人につき責任者 1 名を必要とする。 

第 30 条 候補者のポスター掲示については、候補者 1 人につき 5 枚まで認める。ただしポスターは選挙 

管理委員会指定の場所に掲示しなければならない。 

第 31 条 立候補者の選挙運動は、校内に限り授業時間外とする。 

第 32 条 遊説者は、1 人の候補者につき 3 名までとし、候補者のいない遊説者は認めない。 

第 33 条 一切の選挙違反に対する罰則は、選挙管理委員会がその権限を有する。ただし生徒会顧問との合

議を必要とする。 

 

第９章  附則 

第 34 条 本選挙法に規定していない規則は、選挙管理委員会がこれを規定し、代議委員会の承認を必要と

する。 

第 35 条 規約の改正は、代議委員会の議決がなければ変更できない。 

第 36 条 本規約は昭和 38 年 4 月 1 日より効力を発する。 

第 37 条 選挙管理委員会の任期一部改正、昭和 48 年 7 月 1 日より施行。 
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各種諸願の提出について 

１ 保護者の印を使用すること。 

２ 休学、復学、転学願は、本校所定の用紙を用いること。 

３ 諸願、諸届は担任と相談の上提出する。 

４ 各種諸願の書式例は下図のとおり。 

 

 〇     〇      願               

    

  このたび下記理由により〇〇したいので． 

    許可してくださるよう保護者と連署してお願 

    いします。 

          年    月    日 

科     年      組 

       生 徒 氏 名 

       住     所 

       保護者氏名                    印 

 

     鳥取敬愛高等学校長                様 

記 

       １ 理由 

       ２ 〇〇を希望する期日 

             年  月  日  
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年間行事 

４ 

月 

始業式・入学式・対面式 

オリエンテーション・遠足 

生徒会長選挙・ＰＴＡ総会 

10 

月 

生徒会総会 

人権教育ＬＨＲ公開授業 

学校説明会 

５ 

月 

創立記念日 

生徒会総会 

新体力テスト 

11 

月 

中学校優勝弁論大会 

定期考査③ 

６

月 

高校総体 

定期考査➀ 

12 

月 

校内体育大会・保護者会 

冬季休業・冬季勉強会 

７

月 

敬愛祭（体育祭） 

保護者会 

夏期勉強会  夏期休業 

１ 

月 

冬季休業終了 

特進進学コース入試・推薦入試 

一般入試・３年生卒業試験 

８

月 

オープンスクール 

夏期休業終了 

２ 

月 

特色選抜入試・１年２年定期考査④ 

１年ＳＫＩ（スキー研修） 

進路特別講座・３年生を送る会・表彰式 

９ 

月 

敬愛祭（文化祭） 

生徒会長選挙 

定期考査② 

３ 

月 

卒業証書授与式 

２年生ＧＰＳ（海外研修旅行） 

修了式・春季休業 
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家庭クラブの歌 

 

明日へ 

１ 明日を感じる今日があり 

  今日を支える笑顔が集う 

  そんなささやかな幸せを 

  今また家庭の絆から 

  命の喜び語るため 

  さあ手を取り合って 

  謳おう 謳おう 新しい窓から 

  今日も笑顔でいられるために 

 

２ なにげないひとつの息吹 

  この小さな小さな奇跡を 

わかちあえる幸せを   

守るために集おう 

大地を愛で空を仰ぎ 

ともに一歩を踏みだして 

進もう 進もう 未来への道を 

明日も奇跡を感じるために 


